
スマート林業のための 3DGS を用いた森林デジタルツインの作成と樹種判別機能の研究開発（２０２６年度～２０２７年度）

所在地：北海道札幌市
設立年：2024年
HP：https://unitier.net/
業務内容：UnityエンジンやC#、Flutterなどを活用し
たソフトウェア開発、XR（VR/AR）コンテンツ、ゲーム・

アプリ開発、およびドローンを用いた撮影・機体運用

ユニティア株式会社日本の林業における、現場作業者の経験・勘や高コストな調査手法への依存を解消することを目指し
ます。ヘルメット装着型360度カメラ等を用いて日常施業中に取得した映像から、森林内部の「デジタル
ツイン（3Dモデル）」を構築します。これにより、従来は困難だった低コストかつ高精度な樹種別資源量
把握を実現し、林業のDX（デジタルトランスフォーメーション）と、効率的な施業計画の立案に貢献するこ
とが本事業の目的です。

日常の歩行映像から森林内部の3次元モデル（3DGS）を安定して生成する技術を確立し、樹木を1本

ずつ抽出して太さや高さを自動計測するアルゴリズムを開発します。さらに、樹皮や枝葉の画像情報と
樹木の形状情報を統合した独自のAIを開発し、主要な樹種を自動で判別・集計する機能を実装します。
北海道内10箇所の森林現場での実証実験を通じて技術の精度を検証するとともに、自治体や森林組

合への試作提示を行い、現場で真に役立つ製品仕様を具体化します。既存のデモを統合し、一つの
サービスの形へ昇華させます。
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